
2014年度の点検補助員による
産地点検がスタートしました!!

２つのグループに分かれて点検を
行い、改善提案を行いました。
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実施日時 ／

点 検 先 ／
参 加 者 ／

2014年4月23日（水）
10：00～17：00　　
紀ノ川農協
６名 

10：00
10：30
12：00
13：00
14：30
15：30
16：30
17：00

産地概況報告
書類点検
昼食
圃場点検
加工場点検
グループまとめ
改善提案
終了

　いずみ市民生協の「産直政策」では、日本生協連
が定める「青果物品質保証システム」をもとに、年一
回以上、産地を点検することを決めています。より安
心な産直商品は産直事業には欠かせません。
　ルールどおりに生産されているか点検するととも

に、組合員が『生産者のご苦労を知
る』ことも大切です。
　そのために、2011年度に組合員
による点検補助員講習会を開催しま
した。講習会修了者で希望された方
が「点検補助員」として登録され、組
合員の目線で産地に出向き点検を
行っています。

参加者
の感想

産直産地「点検補助員」とは？

時 間 内 容

●

●

●

フォークリフトが近づいた時、作業をしている方たちに
気づかせる方法があれば良いのでは。坂道などではス
ピードが速く、危ない。
トイレが外の作業場の近くにあれば良い。
必要のなくなったヌカなどは、早く処分した方がよい。
（前回の改善点はしっかりと改善されていました）

点検が今回2回目ということもあり、資料も整理され
見やすく感じました。質問しても担当の方がすぐに答え
てくださり、点検がしやすかったです。

生産者の方も、きちんとした状態で農業にとりくんで
おられて、ハウスの美味しそうなきゅうりを見て次回
購入しようと思いました。

選果作業場を清潔区と汚染区に分けているのに、
フォークリフトの作業者が、そのまま清潔区に入って
いるのは、もったいないと思いました。

思っていた以上に適性農業規範に基づ
いて作業されていて感心しました。これ
からも続けてほしいです。

●

●

●

作業場におけるリフトの使用について、安全とは言え
ない。スピード・導線・安全確認において危険を感じた。
ネットの一部が張られていない。夜間は施錠するが、昼
間作業中は部外者が容易に進入できてしまう。
整理するものは決められた場所に置くこと。また、捨て
るものは速やかに捨てること。

6月2回
バスケットプラス
「有機の里づくり」
井上さん達の
玉ねぎ

産直産地レポート

グループ Ａ グループ B

シリーズ

第3回
―　食品中の化学物質（食品添加物・残留農薬）、遺伝子組換え食品を考える　―　

食品中の化学物質の安全性

「食の安全お茶会(ミニ意見交換会)」
を開きませんか

テーマは食の安全に関するこ
となら何でも結構です。３人以
上お集まりいただければ、当企
画の担当がお伺いします。

「Webアピエ」で検索
http://www.izumi.coop/event/event2.html
申し込み受付け後
日時と会場の相談をさせていただきます。

❶

❷

i

コラム
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　化学物質とは、元素や元素が結びついたもの（化合物）の
ことをさします。毎日、食べている食塩も砂糖（ショ糖）も化
学物質です。私たちの体も、毎日食べている食品も、糖質・
たんぱく質など様々な化学物質からできています。
　化学物質にはもともと自然にあるものも、人間が作り出
したものもあります。野菜や果物に含まれるビタミンＣや亜
硝酸塩も、化学合成されて食品添加物として使用されてい
るビタミンＣや亜硝酸塩も同じものです。

（1）

　食品中の無数の化学物質の中で、コントロールされてい
るのが食品添加物と農薬です。食品添加物と農薬は、使用
者が意図的に使うもので、「使うか使わないか」、「どれだけ
使うか」など、コントロールされています。
　食品添加物に関しては、表示義務があり、消費者が選択
できるようにもなっています。

（2）

1. 食べものは化学物質の集合体です。

　食品や添加物などが健康に悪影響を及ぼすかどうかは、その
「有害性」と「摂取量」で決まります。

2.食べものに「１００％安全」はありません。

　動物と人間との違いや個人差（男女・年齢等）を考慮し、「無毒
性量」に安全係数（通常1/100）をかけた値を「ＡＤＩ」（一日摂取
許容量）とみなします。これは「人が一生、毎日食べ続けても健康
に影響のない量」で、食品添加物のほか、残留農薬の基準値にも
なっています。

②「ＡＤＩ」（一日摂取許容量）

　まず、動物実験で「生涯食べ続けても有害な影響が見られない
最大量」を求めます。これが「無毒性量」です。
（人間よりも寿命が短いラットやマウスを使います）

①「無毒性量」

　実際の摂取量がＡＤＩを超えないように使用実態を調べ、「使
用基準」を定めています。

③「使用基準」

　厚生労働省では、スーパーなどで実際に購入した食品で添加物
の量を測定しています。日本人の添加物の摂取量は、各ＡＤＩを下
回り、その殆どがＡＤＩの1％未満です。

④実際の摂取量も調べています

　食品安全委員会が、一生食べ続けても安全だという量（ＡＤＩ）を
科学的に調べます。食品安全委員会が調べた結果をもとに、国（厚
生労働省）が使い方のルール（使用基準）を決めて、社会全体がこれ
を守ることで、安全を確保するようになっています。

⑤食の安全を守る社会の仕組み

　食品添加物などの食品中の化学物質の安全性は、ＡＤＩ（毎日、
一生食べ続けても健康に被害が出ない量）を計算して、それを基に
して考えられています。

3.3.安全な量は、どのように決めているのでしょうか。

　2007年、アメリカのラジオ番組内で「トイレに行かずにどれだ
け水を飲めるか？というコンテスト」が行われ、28歳の女性が死
亡。検死の結果、死因は水中毒と断定されました。
　過剰の水分摂取によって生じる中毒症状が水中毒です。

水を大量に飲んで死亡

次月は、食の安全を守る社会のしくみ「食品安全行政」と
　「生協の果たしてきた役割」について、お伝えします。

厚生労働省 マーケットバスケット方式による
年齢層別食品添加物の一日摂取量の調査

http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/
　　　　kenkou_iryou/shokuhin/syokuten/sesshu/

「組合員活動Webアピエ」で受付けます。

28日間反復
投与毒性試験 28日間繰り返し与えて生じる毒性を調べる 

1年間反復
投与毒性試験 

1年間以上の長期間にわたって
与えて生じる毒性を調べる

繁殖試験 二世代にわたって与え、生殖機能や
新生児の生育におよぼす影響を調べる

催奇形性試験 妊娠中の母体に与え、胎児の発生、発育におよぼす影響を調べる

発がん性試験 ほぼ一生涯にわたって与え、発がん性の有無を調べる
抗原性試験 アレルギーの有無を調べる
変異原性試験 細胞の遺伝子や染色体への影響を調べる

体内動態試験 その物質の吸収、代謝及び排せつなどを調べる
一般薬理試験 生体の機能におよぼす影響を調べる

90日間反復
投与毒性試験 90日間以上繰り返し与えて生じる毒性を調べる 

一般
毒性試験

特殊
毒性試験

主
な
動
物
実
験
項
目

①「無毒性量」

②「ＡＤＩ」（一日摂取許容量）




